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「浜松出身」という
アドバンテージを糧に
昭和５7年、デビュー曲「３年目の浮気」で一世を風靡した
“キーボー”こと山田喜代子さん。
音楽の檜舞台へ駆け上がっていった背景には、
音楽のまち・浜松出身という潜在的な要因が寄与していたという。
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音
楽
の
世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
当
時
の
こ
と
を
、
山

田
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。「
た
ま
た
ま
あ
る
方
か
ら『
面

白
い
声
だ
ね
』
と
言
わ
れ
て
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
幼
少
の
頃
か
ら
、

自
分
の
し
ゃ
が
れ
た
声
が
嫌
で
嫌
で
。
そ
れ
ま
で
は
音

楽
と
は
無
縁
の
人
生
で
し
た
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
時
に

は
、
遠
州
弁
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
ね
。
微
妙
な
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
で
す
が
、
リ
ズ
ム
が
ズ
レ
て
し
ま

う
ら
し
く
て
。で
も
最
終
的
に
は『
遠
州
弁
も
キ
ー
ボ
ー

の
特
徴
だ
よ
な
』っ
て（
笑
）。
そ
れ
以
来
、し
ゃ
が
れ
声

と
遠
州
弁
な
ま
り
の
ス
タ
イ
ル
が
『
私
に
し
か
出
せ
な

い
声
』
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

「
３
年
目
の
浮
気
」
で
ブ
レ
イ
ク
を
果
た
し
た
後
は
、

幾
多
の
試
練
や
挫
折
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も

歌
手
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
て
い
る

理
由
は
、「
歌
う
こ
と
が
好
き
」
と
い
う
純
粋
な
思
い
と

「
音
楽
の
ま
ち
・
浜
松
で
生
ま
れ
育
っ
た
」
と
い
う
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

「
結
局
、
私
に
は
歌
し
か
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
も
う

一
度
深
く
、
徹
底
的
に
歌
の
勉
強
を
し
よ
う
っ
て
。
挫

折
し
か
け
た
時
は
、
い
つ
も
浜
松
出
身
と
い
う
誇
り
を

胸
に
抱
き
ま
し
た
。
浜
松
は
本
当
に
音
楽
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
る
街
で
す
よ
。
浜
松
ま
つ
り
の
ラ
ッ
パ
を
は
じ

め
、
楽
器
の
音
が
浸
透
し
て
い
て
、
世
界
的
な
音
楽
イ

ベ
ン
ト
も
数
々
開
催
さ
れ
て
い
る
。
私
の
中
に
は
、
そ

う
い
っ
た
環
境
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
強
み
が
ど
こ

か
に
必
ず
息
づ
い
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
や
っ
て

歌
い
続
け
て
い
ら
れ
る
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
。

山
田
さ
ん
は
現
在
、
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
心
酔

し
て
い
る
。「
自
分
の
声
に
合
っ
て
い
て
、
歌
う
と
心
か

ら
気
持
ち
良
い
と
思
え
る
」と
い
う
。〝
私
に
し
か
出
せ

な
い
声
〞
の
可
能
性
を
さ
ら
に
追
求
で
き
る
ス
テ
ー
ジ

を
見
つ
け
た
の
だ
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
「
３
年
目
の
浮

気
」
か
ら
30
年
染
み
付
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る

よ
う
に
。
ま
た
、
浜
松
出
身
の
歌
手
と
し
て
音
楽
文
化

の
発
展
の
一
翼
を
担
う
か
の
よ
う
に
。

｢♪3年目の浮気くらい大
目に見てよ♪｣デュエット
ソングの金字塔『3年目
の浮気』は、30年経った
今なお、世代を越えて歌
われ続けている。大ヒッ
トの後も、数枚のシング
ルを発表した。

歌手

山田喜代子 Yamada Kiyoko
1957年浜松市生まれ。上京後、アルバイトをしながらボイストレーニン
グに励み、1982年「ヒロシ＆キーボー」のキーボー役として歌手デ
ビュー。デュエット曲「3年目の浮気」（作詞・作曲／佐々木勉）は73万枚を
売り上げる大ヒットとなった。現在はピアノトリオとのジョイントライブ
を中心に活動。ジャズシンガーとしての一面を打ち出しながら、声優業へ
の機会も模索している。
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浜
松
市
の
中
心
地
、
ゆ
り
の
木
通
り
沿
い
の
雑
居
ビ
ル

に
佇
む
2
つ
の
書
店
は
、
写
真
家
・
若
木
さ
ん
の
発
案

を
ベ
ー
ス
に
、
都
市
の
秘
め
た
る
可
能
性
を
く
す
ぐ
り

出
そ
う
と
し
て
い
る
。「
海
外
の
魅
力
的
な
街
に
は
小
さ

な
本
屋
が
点
在
し
て
い
て
、
雰
囲
気
が
良
い
し
、
様
々

な
人
が
出
入
り
し
て
い
る
。
そ
ん
な
流
れ
が
東
京
に
も

根
付
い
て
き
て
い
て
、『
自
分
が
や
る
な
ら
浜
松
だ
ろ
う
』

っ
て
。
正
直
に
言
う
と
、
勢
い
で
は
じ
め
た
ん
で
す
け

ど（
笑
）」。
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
郊
外
に
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
乱
立
し
、
中
心
街
に
人
が
集
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
若
木
さ
ん
は
そ
れ
を
打
破
す

る
意
味
で
も
オ
ー
プ
ン
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
。「
中
心

街
に
も
面
白
い
店
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
人
は
シ
ャ
イ

だ
け
ど
み
ん
な
熱
い
も
の
を
内
に
秘
め
て
る
。
い
ろ
い

ろ
な
人
と
話
を
し
て
み
て
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
街

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
僕
は
浜
松
市
を
『
ロ
ン
ド
ン
だ

っ
た
ら
、
こ
の
街
と
同
じ
規
模
』『
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
ら
、

あ
の
街
と
同
じ
雰
囲
気
だ
よ
な
』
と
い
う
目
で
見
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
『
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
面
白
く
で
き

る
は
ず
だ
ろ
』っ
て
」。
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
、
住
む

人
が
誇
り
を
持
っ
て
い
る
街
。
お
す
す
め
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
聞
け
ば
、
す
ぐ
に
候
補
が
挙
が
っ
て
く
る
街
。
そ

れ
が
若
木
さ
ん
の
考
え
る「
文
化
」の
ひ
と
つ
だ
そ
う
だ
。

2
つ
の
書
店『B

O
O
K
S
 A
N
D
 P
R
IN
TS

』
は
そ
の
足

が
か
り
と
し
て
、
そ
し
て
高
ア
ン
テ
ナ
を
持
つ
人
の
交

流
拠
点
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
、
若
木
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
提

言
で
締
め
く
く
っ
た
。「
浜
松
の
人
が
浜
松
の
人
に
媚
び

な
い
こ
と
。
書
店
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
が
、大
切
な
の
は『
い
か

に
県
外
の
人
か
ら
注
目
を
浴
び
る
か
』
な
ん
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
浜
松
に
住
む
人
の
意
識
、
外
か
ら
見
た
浜
松

の
印
象
が
大
き
く
変
化
し
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
若
木
さ
ん
の
言
葉
、
行
動
、

見
出
し
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
対
し
て
、
追
随
し
、
抜
き

去
る
レ
ス
ポ
ン
ス
を
派
生
さ
せ
て
い
き
た
い
。

若木さんが店主を務める書店は、浜松に2
店舗。国内外の選りすぐり写真集、洋書、古
書を取り扱うだけでなく、展覧会やイベン
ト、ワークショップも開催。浜松のみならず
全国からも客が訪れる。

小学生のときに写真と出会っ
て以来、祖父・若木琢次さんを
撮ることがライフワークとなっ
ていた若木さん。祖父への想
いを込めた、様々な作品が発
表されている。
右:祖父のあらゆる表情を追っ
た作品集『Takuji』(1999年)
左:今は亡き祖父へオマージュ
を捧げた映画『星影のワルツ』
（2004年）のサントラCD。

BOOKS AND PRINTS - RED WEST
静岡県浜松市中区神明町315-15 1F

BOOKS AND PRINTS - BLUE EAST
静岡県浜松市中区田町229-13
KAGIYAビル2F
http://booksandprints.hamazo.tv/

写真家

若木 信吾 Wakagi Shingo
1971年浜松市生まれ。ニューヨーク・ロチェスター工科大学写真学科卒
業。The New York Times Magazine、Elle Japon、Newsweekなど、数多
くの媒体で活躍する。代表作は自身の祖父を撮り続けた写真集「TAKUJI」。
その他、書店オーナー、雑誌出版、映画監督（「星影のワルツ」「トーテム
Song for home」）など幅広く活動。
http://www.shingowakagi.net/

書店からくすぐり出す
故郷が秘めたポテンシャル
原点回帰か、はたまた原状回復なのか？　
言わずと知れた写真家 若木信吾さんが、故郷に2つの書店をオープンさせた。
そこは、積み上げられた書籍を隠れ蓑に、地方都市のポテンシャルを押し上げる
“拠点”である。

CS3P10-P11インタビューHAMA流11（12/19） 担当者 制　　作 修　　正 校　　正

浜松

鈴木那

浜松

斉藤

浜松

斉藤

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

1
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項
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ン
だ

っ
た
ら
、
こ
の
街
と
同
じ
規
模
』『
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
ら
、

あ
の
街
と
同
じ
雰
囲
気
だ
よ
な
』
と
い
う
目
で
見
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
『
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
面
白
く
で
き

る
は
ず
だ
ろ
』っ
て
」。
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
、
住
む

人
が
誇
り
を
持
っ
て
い
る
街
。
お
す
す
め
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
聞
け
ば
、
す
ぐ
に
候
補
が
挙
が
っ
て
く
る
街
。
そ

れ
が
若
木
さ
ん
の
考
え
る「
文
化
」の
ひ
と
つ
だ
そ
う
だ
。

2
つ
の
書
店『B

O
O
K
S
 A
N
D
 P
R
IN
TS

』
は
そ
の
足

が
か
り
と
し
て
、
そ
し
て
高
ア
ン
テ
ナ
を
持
つ
人
の
交

流
拠
点
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
、
若
木
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
提

言
で
締
め
く
く
っ
た
。「
浜
松
の
人
が
浜
松
の
人
に
媚
び

な
い
こ
と
。
書
店
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
が
、大
切
な
の
は『
い
か

に
県
外
の
人
か
ら
注
目
を
浴
び
る
か
』
な
ん
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
浜
松
に
住
む
人
の
意
識
、
外
か
ら
見
た
浜
松

の
印
象
が
大
き
く
変
化
し
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
若
木
さ
ん
の
言
葉
、
行
動
、

見
出
し
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
対
し
て
、
追
随
し
、
抜
き

去
る
レ
ス
ポ
ン
ス
を
派
生
さ
せ
て
い
き
た
い
。

若木さんが店主を務める書店は、浜松に2
店舗。国内外の選りすぐり写真集、洋書、古
書を取り扱うだけでなく、展覧会やイベン
ト、ワークショップも開催。浜松のみならず
全国からも客が訪れる。

小学生のときに写真と出会っ
て以来、祖父・若木琢次さんを
撮ることがライフワークとなっ
ていた若木さん。祖父への想
いを込めた、様々な作品が発
表されている。
右:祖父のあらゆる表情を追っ
た作品集『Takuji』(1999年)
左:今は亡き祖父へオマージュ
を捧げた映画『星影のワルツ』
（2004年）のサントラCD。

BOOKS AND PRINTS - RED WEST
静岡県浜松市中区神明町315-15 1F

BOOKS AND PRINTS - BLUE EAST
静岡県浜松市中区田町229-13
KAGIYAビル2F
http://booksandprints.hamazo.tv/

写真家

若木 信吾 Wakagi Shingo
1971年浜松市生まれ。ニューヨーク・ロチェスター工科大学写真学科卒
業。The New York Times Magazine、Elle Japon、Newsweekなど、数多
くの媒体で活躍する。代表作は自身の祖父を撮り続けた写真集「TAKUJI」。
その他、書店オーナー、雑誌出版、映画監督（「星影のワルツ」「トーテム
Song for home」）など幅広く活動。
http://www.shingowakagi.net/

書店からくすぐり出す
故郷が秘めたポテンシャル
原点回帰か、はたまた原状回復なのか？　
言わずと知れた写真家 若木信吾さんが、故郷に2つの書店をオープンさせた。
そこは、積み上げられた書籍を隠れ蓑に、地方都市のポテンシャルを押し上げる
“拠点”である。

CS3P10-P11インタビューHAMA流11（12/19） 担当者 制　　作 修　　正 校　　正

浜松

鈴木那

浜松

斉藤

浜松

斉藤

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

1
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項



CS3P12-P13インタビュー・まちおこしHAMA流11（12/19） 担当者 制　　作 修　　正 校　　正

浜松

鈴木那

浜松

斉藤

浜松

斉藤

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

2
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項



CS3P12-P13インタビュー・まちおこしHAMA流11（12/19） 担当者 制　　作 修　　正 校　　正

浜松

鈴木那

浜松

斉藤

浜松

斉藤

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

2
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項
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浜松が誇る創造遺産 

ふるさとを愛した文化偉人
すぐれた功績を残した、浜松の文化偉人をクローズアップ。巨匠たちの生涯や作品を通じて、

文化芸術への思いを汲み取り、今なお継承されている活動に目を向けてみよう。

CULTUREART
HAMAMATSU

&

静岡県浜松市天竜区春野町宮川1768
TEL.053-989-0200(浜松市春野文化センター)　
開館時間/9:00～17:00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入館料無料

「花咲く港」 （1943年）
〈受賞〉 山中貞雄賞

「破れ太鼓」 （1949年）
〈受賞〉 1949年度 キネマ旬報日本映画ベスト・テン 第4位

「カルメン故郷に帰る」 （1951年・カラー）
〈受賞〉 1951年第6回毎日映画コンクール脚本賞、NHK映画ベストテン第1位

「日本の悲劇」 （1953年）
〈受賞〉 1953年第8回毎日映画コンクール脚本賞、
 1953年度第4回ブルーリボン賞脚本賞

「二十四の瞳」 （1954年）
〈受賞〉 1954年キネマ旬報日本映画ベスト・テン1位、
 ブルーリボン賞作品賞、毎日映画コンクール、日本映画大賞、
 1955年度ゴールデングローブ賞（米国） 外国語映画賞

「太陽とバラ」 （1956年）
〈受賞〉 1956年ゴールデングローブ賞（米国） 外国語映画賞、
 キネマ旬報日本映画ベスト・テン9位

「喜びも悲しみも幾歳月」 （1957年・カラー）
〈受賞〉 1957年芸術祭賞

「楢山節考」 （1958年）
〈受賞〉 1958年 第13回 毎日映画コンクール 日本映画大賞 監督賞 音楽賞、
 1958年度 キネマ旬報日本映画ベスト・テン 第1位、芸術祭、
 ヴェネチア映画祭正式出品作

「永遠の人」 （1961年）
〈受賞〉 第34回アカデミー賞の外国語作品賞『Eien no hito』としてノミネート、
 キネマ旬報3位

「衝動殺人 息子よ」 （1979年・カラー）
〈受賞〉 キネマ旬報日本映画ベスト・テン第5位

す
み
れ
の
里
づ
く
り
を
進
め
る
春
野
町
で
は
、｢

す
み
れ｣

と｢

宝
塚｣

を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。歌
碑
や
、ロ
コ
コ
調
の
男
女
の
石
碑「
ふ
れ
あ
い

の
像
」の
設
置
を
は
じ
め
、宝
塚
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

天
才
と
呼
ば
れ
た
映
画
監
督

白
井
鐵
造

し
ら
い 

て
つ
ぞ
う

き
の
し
た 

け
い
す
け

す
み
れ
の
花
を
咲
か
せ
た
レ
ビュー
王

戦
後
の
日
本
映
画
黄
金
期
に
名
を
馳
せ
た
監
督・木
下
惠
介
。

｢

半
世
紀
たっ
て
も
色
褪
せ
な
い｣

と
い
わ
れ
る
木
下
ワ
ー
ル
ド
は
、

生
誕一〇
〇
年
を
迎
え
た
今
、再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
魅
力
は
、不
朽
の
名
作｢

二
十
四
の
瞳｣

を
は
じ
め
、

全
49
作
品
す
べ
て
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。

自
然
豊
か
な
山
里
、浜
松
市
の
北
部
で
生
ま
れ
た
白
井
鐵
造
は
、

｢

宝
塚
歌
劇
団｣

と
い
う
独
創
的
な
レ
ビュ
ー
を
確
立
さ
せ
た
演
出
家
。

歌
劇
団
の
代
表
曲
と
な
っ
た｢

す
み
れ
の
花
咲
く
頃｣
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、

80
年
余
経
っ
た
今
で
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

浜松市白井鐵造記念館
白井鐵造の栄誉を讃える記
念館。愛用のグランドピアノを
はじめとする身の回りの品々
や自筆の脚本原稿、ポス
ター、楽譜、宝塚関係資料な
ど約600点の貴重な資料を
展示している。

静岡県浜松市中区栄町3-1　TEL.053-457-3450
開館時間/9:00～17:00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
観覧料/大人100円　(70歳以上、高校生以下 無料)
www.hcf.or.jp/facilities/kinoshita/

人間の姿を描き続けた木下惠介の功績を称
え、2001年7月に開館。監督ゆかりの資料の
収集と展示、惠介の研究をはじめ、上映会も
開催している。建物は1930年に｢浜松銀行
協会集会所｣として建てられ、現在は浜松市
指定有形文化財に指定されている。

生誕100年記念展｢天才と呼ばれたオトコ｣ 
2013年3月24日(日)まで開催中
これまで未公開だったプライベート・グッズや、未完になった
映画脚本などを展示。記念館オリジナル映像も公開。

木下惠介記念館

天狗の住む霊山として｢天狗の
里｣と呼ばれている春野町。浜松
市白井鐵造記念館の敷地内に
は、日本最大級の天狗面が置か
れている。この地で生まれ育った
白井は、｢芸能の世界へ入った
のは、天狗さまのお導きだったか
もしれない｣と後に語っている。

多彩な木下ワールド・主な受賞作品リスト

タカラジェンヌと春野中学校の交流
春野中学校（旧春野南中
学校）の修学旅行では、昭
和30年代半ば頃から宝塚
大劇場を訪れている。ス
テージを観たあとは、舞台
にあがって春野町で育て
たすみれの花をプレゼント
し、記念撮影をするのが恒
例となっている。

すみれ草花愛好会
町内の女性を中心に、すみ
れを育てて普及する活動を
行っている。毎年宝塚市と
歌劇団を訪問し、すみれの
花を贈呈している。

すみれの花が繋ぐ宝塚との絆

偉人の足跡をたどる

偉人の足跡をたどる

2012年12月5日 生誕100年を迎えた映画監督・木下惠介。生誕100年にあたり、
浜松市、松竹、小豆島町が手を結び｢ひとつ木の下プロジェクト｣を立ちあげた。木
下作品を国内外へ届けるために、各地での作品上映やイベントを展開している。

公式サイト www.shochiku.co.jp/kinoshita/

木下惠介38歳『肖像』撮影時（1948年）

木下惠介
生誕100年
プロジェクト

木下作品は、49本中20本がキネマ旬報ベスト・テンに選ばれている。

木
下
惠
介

訳
し
た
主
題
歌
『
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
』
も
大
ヒ
ッ

ト
し
、
レ
ビ
ュ
ー
の
完
成
形
と
し
て
高
評
価
を
得
た

の
で
あ
っ
た
。

生
涯
で
約
２
０
０
作
品
を
発
表
し
た
白
井
は
、
晩
年
、

｢

わ
が
人
生
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。そ
の
感
動
に
よ

っ
て
宝
塚
の
舞
台
を
作
っ
て
き
た
」
と
語
っ
た
。
幼

い
頃
見
た
芝
居
、
パ
リ
で
見
た
オ
ペ
ラ…

「
は
じ
め

て
見
た
と
き
の
驚
き
と
感
動
」
を
創
造
の
パ
ワ
ー
に

変
え
、〝
宝
塚
レ
ビ
ュ
ー
〞
を
揺
ぎ
な
い
芸
術
へ
と
築

き
あ
げ
た
。
白
井
の
功
績
は
、
可
憐
な
す
み
れ
の
花

を
通
じ
て
後
世
ま
で
咲
き
続
け
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
大
好
き
な
芸
能
の
世
界
へ
飛
び
込
む
た
め
、

上
京
す
る
決
意
を
す
る
。
17
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
京
で
は
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
の
修
行
に
励
み
、
そ

の
後
、
宝
塚
音
楽
学
校
へ
助
教
授
と
し
て
入
団
。
ダ

ン
ス
の
振
付
け
や
脚
本
を
書
き
始
め
、
み
る
み
る
実

力
を
発
揮
し
て
い
っ
た
白
井
は
、
レ
ビ
ュ
ー
全
盛
期

だ
っ
た
パ
リ
へ
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き

の
経
験
が
貴
重
な
財
産
と
な
り
、
帰
国
後
１
９
３
０

年
の
公
演「
パ
リ
・
ゼ
ッ
ト（
パ
リ
っ
娘
）」で
は
、本

場
仕
込
み
の
ダ
ン
ス
と
豪
華
な
羽
飾
り
で
、
観
客
を

驚
か
せ
た
。
パ
リ
の
街
角
で
出
会
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン

『
白
い
リ
ラ
の
花
咲
く
頃
』
を
す
み
れ
に
変
え
て
翻

男
装
し
た
麗
人
が
舞
い
踊
り
、
観
る
者
す
べ
て
を
魅

了
す
る
独
創
的
な｢

夢
世
界｣

を
創
り
だ
し
て
き
た
宝

塚
歌
劇
団
。
約
１
世
紀
も
の
歴
史
を
誇
る
、
日
本
舞

台
芸
術
の
代
表
格
だ
。

歌
劇
団
の
演
出
家
・
白
井
鐵
造
は
、
そ
ん
な
華
や
か

な
世
界
と
は
結
び
つ
か
な
い
、
山
里
の
村
・
春
野
町

で
生
ま
れ
た
。
歌
や
本
が
好
き
な
少
年
時
代
の
唯
一

の
楽
し
み
は
、
年
に
一
度
や
っ
て
く
る
旅
一
座
の
芝

居
だ
っ
た
。
就
職
の
た
め
13
歳
で
親
元
を
離
れ
た
白

井
は
、
当
時
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
、

〝
歌
と
ダ
ン
ス
と
ド
ラ
マ
の
あ
る
和
製
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
〞「
浅
草
オ
ペ
ラ
」に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

は
い
る
も
の
の
、
そ
の
す
べ
て
に
あ
り

の
ま
ま
の
人
間
が
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ね
に
新
し
い
作
品
に
挑
戦
す
る
、
革

新
的
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
っ
た
と
同

時
に
、「
人
間
と
人
生｣

を
通
じ
て
生
き

る
喜
び
や
真
の
人
間
愛
を
伝
え
よ
う
と

し
た
木
下
監
督
。｢

す
べ
て
の
人
々
を
幸

せ
に
し
た
い
」
と
願
う
や
さ
し
さ
が
作

品
に
宿
り
、今
を
生
き
る
人
々
へ
エ
ー
ル

を
送
り
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
下
惠
介
の
真
の
魅
力
は
、
生
誕
１
０
０

年
を
経
て
、
今
、
再
び
歩
き
出
し
た
。

か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
複
雑
な
想
い
は
、
そ

の
後
、
創
作
へ
の
貪
欲
な
パ
ワ
ー
の
源
と
な
っ
た
。

１
９
４
３
年
「
花
咲
く
港
」
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
後
に
は
、
日
本
映
画
界
を
支
え
な
が
ら
現
代

に
つ
な
が
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
魁
と
し
て
進
出
。
幾

多
の
名
作
を
生
み
出
し
、
後
世
ま
で
語
り
継
が
れ
る

巨
匠
と
な
っ
た
。

木
下
監
督
は
、
生
涯
に
渡
り｢

本
当
の
人
間｣

を
描
く

こ
と
に
信
念
を
燃
や
し
、
日
本
人
の
美
し
さ
、
醜
さ
、

強
さ
、弱
さ
を
見
つ
め
続
け
た
。
抒
情
的
作
品
、社
会

派
作
品
、コ
メ
デ
ィ
作
品
、映
像
表
現
を
駆
使
し
た
芸

術
作
品
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

１
９
１
２
年
、
浜
松
市
伝
馬
町
の
食
料
品
店
「
尾
張

屋
」
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
木
下
惠
介
。
両
親
か

ら
あ
ふ
れ
る
愛
情
を
受
け
て
育
っ
た
少
年
は
、
両
親

の
影
響
か
ら
映
画
と
芝
居
を
愛
し
、
小
学
３
年
の
頃

に
は
童
話
や
詩
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
豊
か
な
感
性

と
創
造
力
の
礎
は
、
家
族
と
過
ご
し
た
幼
少
期
に
育

ま
れ
て
い
っ
た
。
浜
松
工
業
学
校
（
現
浜
松
工
業
高

等
学
校
）
を
卒
業
す
る
と
、
す
ぐ
に
上
京
し
、
映
画

の
世
界
で
修
行
に
励
ん
だ
。
夢
へ
の
階
段
を
着
々
と

上
っ
て
い
た
惠
介
だ
っ
た
が
、
監
督
昇
進
を
目
前
に

控
え
て
い
た
１
９
４
０
年
、
召
集
令
状
を
受
け
戦
地

へ
赴
く
こ
と
に
な
る
。
お
よ
そ
１
年
も
の
間
、
映
画

CS3P14-P15過去の創造遺産2PHAMA流11 担当者 制　　作

河野 河野

修　　正 校　　正

浜松

鈴木（那）

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

7
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項
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浜松が誇る創造遺産 

ふるさとを愛した文化偉人
すぐれた功績を残した、浜松の文化偉人をクローズアップ。巨匠たちの生涯や作品を通じて、

文化芸術への思いを汲み取り、今なお継承されている活動に目を向けてみよう。

CULTUREART
HAMAMATSU

&

静岡県浜松市天竜区春野町宮川1768
TEL.053-989-0200(浜松市春野文化センター)　
開館時間/9:00～17:00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入館料無料

「花咲く港」 （1943年）
〈受賞〉 山中貞雄賞

「破れ太鼓」 （1949年）
〈受賞〉 1949年度 キネマ旬報日本映画ベスト・テン 第4位

「カルメン故郷に帰る」 （1951年・カラー）
〈受賞〉 1951年第6回毎日映画コンクール脚本賞、NHK映画ベストテン第1位

「日本の悲劇」 （1953年）
〈受賞〉 1953年第8回毎日映画コンクール脚本賞、
 1953年度第4回ブルーリボン賞脚本賞

「二十四の瞳」 （1954年）
〈受賞〉 1954年キネマ旬報日本映画ベスト・テン1位、
 ブルーリボン賞作品賞、毎日映画コンクール、日本映画大賞、
 1955年度ゴールデングローブ賞（米国） 外国語映画賞

「太陽とバラ」 （1956年）
〈受賞〉 1956年ゴールデングローブ賞（米国） 外国語映画賞、
 キネマ旬報日本映画ベスト・テン9位

「喜びも悲しみも幾歳月」 （1957年・カラー）
〈受賞〉 1957年芸術祭賞

「楢山節考」 （1958年）
〈受賞〉 1958年 第13回 毎日映画コンクール 日本映画大賞 監督賞 音楽賞、
 1958年度 キネマ旬報日本映画ベスト・テン 第1位、芸術祭、
 ヴェネチア映画祭正式出品作

「永遠の人」 （1961年）
〈受賞〉 第34回アカデミー賞の外国語作品賞『Eien no hito』としてノミネート、
 キネマ旬報3位

「衝動殺人 息子よ」 （1979年・カラー）
〈受賞〉 キネマ旬報日本映画ベスト・テン第5位

す
み
れ
の
里
づ
く
り
を
進
め
る
春
野
町
で
は
、｢

す
み
れ｣

と｢

宝
塚｣

を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。歌
碑
や
、ロ
コ
コ
調
の
男
女
の
石
碑「
ふ
れ
あ
い

の
像
」の
設
置
を
は
じ
め
、宝
塚
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

天
才
と
呼
ば
れ
た
映
画
監
督

白
井
鐵
造

し
ら
い 

て
つ
ぞ
う

き
の
し
た 

け
い
す
け

す
み
れ
の
花
を
咲
か
せ
た
レ
ビュー
王

戦
後
の
日
本
映
画
黄
金
期
に
名
を
馳
せ
た
監
督・木
下
惠
介
。

｢

半
世
紀
たっ
て
も
色
褪
せ
な
い｣

と
い
わ
れ
る
木
下
ワ
ー
ル
ド
は
、

生
誕一〇
〇
年
を
迎
え
た
今
、再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
魅
力
は
、不
朽
の
名
作｢

二
十
四
の
瞳｣

を
は
じ
め
、

全
49
作
品
す
べ
て
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。

自
然
豊
か
な
山
里
、浜
松
市
の
北
部
で
生
ま
れ
た
白
井
鐵
造
は
、

｢

宝
塚
歌
劇
団｣

と
い
う
独
創
的
な
レ
ビュ
ー
を
確
立
さ
せ
た
演
出
家
。

歌
劇
団
の
代
表
曲
と
な
っ
た｢

す
み
れ
の
花
咲
く
頃｣

は
大
ヒ
ッ
ト
し
、

80
年
余
経
っ
た
今
で
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

浜松市白井鐵造記念館
白井鐵造の栄誉を讃える記
念館。愛用のグランドピアノを
はじめとする身の回りの品々
や自筆の脚本原稿、ポス
ター、楽譜、宝塚関係資料な
ど約600点の貴重な資料を
展示している。

静岡県浜松市中区栄町3-1　TEL.053-457-3450
開館時間/9:00～17:00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
観覧料/大人100円　(70歳以上、高校生以下 無料)
www.hcf.or.jp/facilities/kinoshita/

人間の姿を描き続けた木下惠介の功績を称
え、2001年7月に開館。監督ゆかりの資料の
収集と展示、惠介の研究をはじめ、上映会も
開催している。建物は1930年に｢浜松銀行
協会集会所｣として建てられ、現在は浜松市
指定有形文化財に指定されている。

生誕100年記念展｢天才と呼ばれたオトコ｣ 
2013年3月24日(日)まで開催中
これまで未公開だったプライベート・グッズや、未完になった
映画脚本などを展示。記念館オリジナル映像も公開。

木下惠介記念館

天狗の住む霊山として｢天狗の
里｣と呼ばれている春野町。浜松
市白井鐵造記念館の敷地内に
は、日本最大級の天狗面が置か
れている。この地で生まれ育った
白井は、｢芸能の世界へ入った
のは、天狗さまのお導きだったか
もしれない｣と後に語っている。

多彩な木下ワールド・主な受賞作品リスト

タカラジェンヌと春野中学校の交流
春野中学校（旧春野南中
学校）の修学旅行では、昭
和30年代半ば頃から宝塚
大劇場を訪れている。ス
テージを観たあとは、舞台
にあがって春野町で育て
たすみれの花をプレゼント
し、記念撮影をするのが恒
例となっている。

すみれ草花愛好会
町内の女性を中心に、すみ
れを育てて普及する活動を
行っている。毎年宝塚市と
歌劇団を訪問し、すみれの
花を贈呈している。

すみれの花が繋ぐ宝塚との絆

偉人の足跡をたどる

偉人の足跡をたどる

2012年12月5日 生誕100年を迎えた映画監督・木下惠介。生誕100年にあたり、
浜松市、松竹、小豆島町が手を結び｢ひとつ木の下プロジェクト｣を立ちあげた。木
下作品を国内外へ届けるために、各地での作品上映やイベントを展開している。

公式サイト www.shochiku.co.jp/kinoshita/

木下惠介38歳『肖像』撮影時（1948年）

木下惠介
生誕100年
プロジェクト

木下作品は、49本中20本がキネマ旬報ベスト・テンに選ばれている。

木
下
惠
介

訳
し
た
主
題
歌
『
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
』
も
大
ヒ
ッ

ト
し
、
レ
ビ
ュ
ー
の
完
成
形
と
し
て
高
評
価
を
得
た

の
で
あ
っ
た
。

生
涯
で
約
２
０
０
作
品
を
発
表
し
た
白
井
は
、
晩
年
、

｢

わ
が
人
生
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。そ
の
感
動
に
よ

っ
て
宝
塚
の
舞
台
を
作
っ
て
き
た
」
と
語
っ
た
。
幼

い
頃
見
た
芝
居
、
パ
リ
で
見
た
オ
ペ
ラ…

「
は
じ
め

て
見
た
と
き
の
驚
き
と
感
動
」
を
創
造
の
パ
ワ
ー
に

変
え
、〝
宝
塚
レ
ビ
ュ
ー
〞
を
揺
ぎ
な
い
芸
術
へ
と
築

き
あ
げ
た
。
白
井
の
功
績
は
、
可
憐
な
す
み
れ
の
花

を
通
じ
て
後
世
ま
で
咲
き
続
け
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
大
好
き
な
芸
能
の
世
界
へ
飛
び
込
む
た
め
、

上
京
す
る
決
意
を
す
る
。
17
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
京
で
は
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
の
修
行
に
励
み
、
そ

の
後
、
宝
塚
音
楽
学
校
へ
助
教
授
と
し
て
入
団
。
ダ

ン
ス
の
振
付
け
や
脚
本
を
書
き
始
め
、
み
る
み
る
実

力
を
発
揮
し
て
い
っ
た
白
井
は
、
レ
ビ
ュ
ー
全
盛
期

だ
っ
た
パ
リ
へ
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き

の
経
験
が
貴
重
な
財
産
と
な
り
、
帰
国
後
１
９
３
０

年
の
公
演「
パ
リ
・
ゼ
ッ
ト（
パ
リ
っ
娘
）」で
は
、本

場
仕
込
み
の
ダ
ン
ス
と
豪
華
な
羽
飾
り
で
、
観
客
を

驚
か
せ
た
。
パ
リ
の
街
角
で
出
会
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン

『
白
い
リ
ラ
の
花
咲
く
頃
』
を
す
み
れ
に
変
え
て
翻

男
装
し
た
麗
人
が
舞
い
踊
り
、
観
る
者
す
べ
て
を
魅

了
す
る
独
創
的
な｢

夢
世
界｣

を
創
り
だ
し
て
き
た
宝

塚
歌
劇
団
。
約
１
世
紀
も
の
歴
史
を
誇
る
、
日
本
舞

台
芸
術
の
代
表
格
だ
。

歌
劇
団
の
演
出
家
・
白
井
鐵
造
は
、
そ
ん
な
華
や
か

な
世
界
と
は
結
び
つ
か
な
い
、
山
里
の
村
・
春
野
町

で
生
ま
れ
た
。
歌
や
本
が
好
き
な
少
年
時
代
の
唯
一

の
楽
し
み
は
、
年
に
一
度
や
っ
て
く
る
旅
一
座
の
芝

居
だ
っ
た
。
就
職
の
た
め
13
歳
で
親
元
を
離
れ
た
白

井
は
、
当
時
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
、

〝
歌
と
ダ
ン
ス
と
ド
ラ
マ
の
あ
る
和
製
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
〞「
浅
草
オ
ペ
ラ
」に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

は
い
る
も
の
の
、
そ
の
す
べ
て
に
あ
り

の
ま
ま
の
人
間
が
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ね
に
新
し
い
作
品
に
挑
戦
す
る
、
革

新
的
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
っ
た
と
同

時
に
、「
人
間
と
人
生｣

を
通
じ
て
生
き

る
喜
び
や
真
の
人
間
愛
を
伝
え
よ
う
と

し
た
木
下
監
督
。｢

す
べ
て
の
人
々
を
幸

せ
に
し
た
い
」
と
願
う
や
さ
し
さ
が
作

品
に
宿
り
、今
を
生
き
る
人
々
へ
エ
ー
ル

を
送
り
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
下
惠
介
の
真
の
魅
力
は
、
生
誕
１
０
０

年
を
経
て
、
今
、
再
び
歩
き
出
し
た
。

か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
複
雑
な
想
い
は
、
そ

の
後
、
創
作
へ
の
貪
欲
な
パ
ワ
ー
の
源
と
な
っ
た
。

１
９
４
３
年
「
花
咲
く
港
」
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
後
に
は
、
日
本
映
画
界
を
支
え
な
が
ら
現
代

に
つ
な
が
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
魁
と
し
て
進
出
。
幾

多
の
名
作
を
生
み
出
し
、
後
世
ま
で
語
り
継
が
れ
る

巨
匠
と
な
っ
た
。

木
下
監
督
は
、
生
涯
に
渡
り｢

本
当
の
人
間｣

を
描
く

こ
と
に
信
念
を
燃
や
し
、
日
本
人
の
美
し
さ
、
醜
さ
、

強
さ
、弱
さ
を
見
つ
め
続
け
た
。
抒
情
的
作
品
、社
会

派
作
品
、コ
メ
デ
ィ
作
品
、映
像
表
現
を
駆
使
し
た
芸

術
作
品
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

１
９
１
２
年
、
浜
松
市
伝
馬
町
の
食
料
品
店
「
尾
張

屋
」
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
木
下
惠
介
。
両
親
か

ら
あ
ふ
れ
る
愛
情
を
受
け
て
育
っ
た
少
年
は
、
両
親

の
影
響
か
ら
映
画
と
芝
居
を
愛
し
、
小
学
３
年
の
頃

に
は
童
話
や
詩
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
豊
か
な
感
性

と
創
造
力
の
礎
は
、
家
族
と
過
ご
し
た
幼
少
期
に
育

ま
れ
て
い
っ
た
。
浜
松
工
業
学
校
（
現
浜
松
工
業
高

等
学
校
）
を
卒
業
す
る
と
、
す
ぐ
に
上
京
し
、
映
画

の
世
界
で
修
行
に
励
ん
だ
。
夢
へ
の
階
段
を
着
々
と

上
っ
て
い
た
惠
介
だ
っ
た
が
、
監
督
昇
進
を
目
前
に

控
え
て
い
た
１
９
４
０
年
、
召
集
令
状
を
受
け
戦
地

へ
赴
く
こ
と
に
な
る
。
お
よ
そ
１
年
も
の
間
、
映
画

グレーBOXあり
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河野 河野

修　　正 校　　正

浜松

鈴木（那）

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

7
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
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事
項

★ ・

確認済
事　項
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希水と書道  書道と希水

未来を創る次世代アーティストの躍進

奇妙な世界が、人をつなげ
社会に貢献する

情熱が弾けたとき
革新的な芸術が生まれる

3700年もの歴史を誇る、書道の世界。
そこに今、点滴のごとく加わる「希水」のエッセンスがある。
テーマは、書道の本当の良さを伝え、広げていくこと。

1978年浜松市生まれ。希水會主宰。大東文化大学文学部中国文学科卒
業。両親ともに書道家で、幼少の頃から筆を持つ書道界のサラブレット。
数々の書道展で高い評価を受け、テレビ・雑誌メディア、商品ロゴ制作、書
道教室（半蔵門、川越、日本橋）など、多岐に渡って活躍。2012年11月に
女優・熊谷真実さんと結婚したことでも話題になった。
http://kisui-office.com/

1974年浜松市生まれ。世界各地を放浪しながらアートを学び、
現在はオーストラリアと日本を中心に活動。コンセプトは
「Fusion of Passions（情熱の融合）｣。オペラ歌手やピアニスト、
日本舞踊など様々な分野とコラボレーションし、オリジナルのパ
フォーマンスアートを展開。
http://fusionofpassions.jimdo.com/

母校（八幡中学校）の卒業証書を
毎年書かせてもらっているのです
が、これは書道家として本当に幸せ
なことだと感じています。音楽教室
には、僕が中学2年生の時に書いた
「精一杯の自己表現」という書も未
だに残して掲げてくれています。

浜松市生まれ。｢触って 体感して ココロ躍る 独特な味わい深い 唯一無二の世界を産み
だす」をコンセプトに、壁画や布・革を使った立体作品、アニメーション制作、ウインドウ
ディスプレイなど、幅広く展開。BEAMS（ビームス）、ワコールなど服飾ブランドとのタイ
アップ、台湾そごう全店のディスプレイを担当するなど、その活動は海外にも及ぶ。
http://www13.ocn.ne.jp/̃taarucci/

「自然豊かな浜松の景
色や、近所で見かける
動物を描くのが好き
だった。10歳の頃に
描いた牛の絵は、子ど
もたちと一緒に創作
活動をするきかっけに
なった、大切な作品」。
と語る山内さん。

東日本大震災の復興を願い描きあげた『レクイエム』。魂を鎮
めるための演奏をする指揮者は、情熱と悲哀に満ちている。

近年は絵画だけでなく、立体造形やインス
タレーション（空間美術）、ワークショップに
至るまで幅広い活動を展開。「見るだけで
はなく、触って、遊んで、会話して、笑っても
らえることが、私のモチベーション」と語る。
写真提供：アートスペース油亀

写真提供：アートスペース油亀

浜松で、東京で、そして世界で活躍する浜松出身の若手アーティストたち。
熱い想いと斬新な作品はとどまることを知らない。
その勢いで、これからの芸術文化界を盛り上げていくだろう。

『
無
礙
』

『
和
光
同
塵
』

『
明
誠
』

パ
フ
ォ
ー
マン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

山
内
清
司

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
線
質
、
繊
細
な
墨
色
、
淡
々
と

流
れ
る
中
に
、
生
き
た
決
意
を
秘
め
て
い
る
よ

う
な…

。
気
鋭
の
書
道
家
・
中
澤
希
水
さ
ん
の

作
品
か
ら
は
そ
ん
な
印
象
を
受
け
る
。「
突
き
詰

め
て
い
っ
た
ら
、
ル
ー
ツ
は
中
田
島
砂
丘
で
し

た
」。
希
水
さ
ん
は
、自
身
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い

て
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
。「
帰
省
し
た
際
、必
ず

訪
れ
る
の
が
中
田
島
砂
丘
で
す
。
カ
メ
ラ
片
手

に
一
人
で
。
目
的
は
作
品
の
完
成
度
を
高
め
る

た
め
で
す
。
砂
、
海
、
太
陽
し
か
な
い
あ
の
空

間
に
包
ま
れ
る
と
、『
何
を
残
し
、
何
を
削
る
の

か
？
』
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
よ
。

僕
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
、
物
、
情
報

か
ら
、
書
道
と
の
共
通
点
を
探
っ
た
り
、
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
の
で
す
が
、

中
田
島
砂
丘
も
そ
の
ひ
と
つ…

と
い
う
か
、
一

番
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら
い

で
す
ね
」。

作
品
を
創
作
し
公
開
す
る
〝
芸
術
〞
と
し
て
の

書
道
、
教
室
を
開
い
て
指
導
す
る
〝
習
い
事
〞

と
し
て
の
書
道
。
希
水
さ
ん
は
そ
の
両
面
か
ら
、

「
書
道
そ
の
も
の
の
本
質
的
な
良
さ
を
伝
え
、

敷
居
は
下
げ
ず
に
、間
口
を
広
げ
て
い
く
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
。「
こ
れ
だ
け
パ
ソ

コ
ン
が
普
及
し
た
時
代
で
も
、
日
本
に
は
、
手

書
き
文
字
の
美
し
さ
や
温
か
み
を
大
切
に
す
る

文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
自
身
の
作
品
や

教
室
を
通
し
て
、
手
書
き
文
字
の
文
化
を
継

続
・
発
展
さ
せ
、
書
道
の
持
つ
本
当
の
楽
し
さ

を
広
げ
て
い
き
た
い
ん
で
す
。
白
い
紙
と
黒
い

墨
、
正
し
い
姿
勢
と
筆
を
持
つ
仕
草
、
鍛
錬
か

ら
な
る
必
然
性
と
書
き
直
し
で
き
な
い
偶
然
性
。

こ
う
い
っ
た
魅
力
を
、
ト
レ
ン
ド
や
一
人
一
人

の
個
性
を
交
え
な
が
ら
伝
え
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」。

２
０
１
３
年
、
希
水
さ
ん
が
仕
掛
け
る
の
は
２

つ
の
実
験
的
な
挑
戦
だ
。
ひ
と
つ
は
「
技
術
と

感
性
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
誰
で
も
読
め

て
意
味
が
わ
か
る
」。
も
う
ひ
と
つ
は
「
不
思
議

と
感
覚
に
響
い
て
く
る
が
、
誰
に
も
読
め
ず
意

味
不
明
」。
さ
て
、
ど
ん
な
〝
書
道
の
楽
し
さ
〞

が
展
開
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

人
と
話
す
の
が
苦
手
で
、
唯
一
の
自
己
表
現
が

「
絵
を
描
く
」こ
と
。ス
サ
イ
さ
ん
が
生
み
出
す

独
特
の
世
界
観
は
、
そ
ん
な
些
細
な
生
き
方
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。「
キ
モ
可
愛
い
」

と
表
現
し
た
く
な
る
生
き
物
た
ち
、
軽
や
か
で

あ
る
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
配
色
セ
ン
ス

が
折
り
重
な
る
と
、
一
目
で
「
ス
サ
イ
さ
ん
の

作
品
だ
よ
ね
」
と
印
象
付
け
て
く
れ
る
。
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
浜
松
の
大
自
然
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
草
木
や
動
物
、
昆
虫
や
微
生
物
た
ち

が
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。
今
後

の
目
標
を
伺
う
と「
病
院
や
幼
稚
園
、商
業
施
設

や
駅
な
ど
、
人
が
雑
多
に
行
き
交
う
場
所
で
引

き
続
き
作
品
展
示
を
し
て
い
き
た
い
。
あ
っ
、あ

と
犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
る
よ
う
な
作
品
と
か
。
ア

ー
ト
っ
て
言
う
と
敷
居
が
高
く
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
私
は
『
社
会
貢
献
で
き
る
ア
ー
ト
の
力
』

を
打
ち
出
す
こ
と
で
、み
ん
な
の
生
活
の
中
に
溶

け
込
む
表
現
を
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
」
と
の

こ
と
。
ど
こ
か
キ
ュ
ー
ト
で
、
な
ん
だ
か
元
気

に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
ス
サ
イ
タ
カ
コ
・
ワ

ー
ル
ド
。一
度
迷
い
込
ん
で

み
る
と
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
、
そ
し
て
、

や
さ
し
く
包
み
込
ま
れ
る
よ

う
な「
生
き
て
い
る
実
感
」

を
沸
き
起
こ
し
て
く
れ
る
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、

巨
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
刻
ん
で
い
く
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
。「
ス
テ
ー
ジ
は
一
発
勝
負
。

緊
張
感
と
躍
動
感
、
す
べ
て
の
情
熱
が
一
体
化

し
た
と
き
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
完
成
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
１
秒
単
位

の
緻
密
な
計
算
と
練
習
が
欠
か
せ
ま
せ
ん｣

。

絵
を
描
く
こ
と
へ
の
情
熱
は
幼
少
期
に
始
ま
る
。

型
破
り
な
構
図
で
大
人
た
ち
を
驚
か
せ
、
５
歳

の
頃
か
ら
数
々
の
絵
画
展
で
受
賞
し
て
き
た
。

そ
ん
な
自
身
の
経
験
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ

る
か
の
よ
う
に
、
２
０
１
２
年
は
、
地
元
・
浜

松
の
小
中
高
生
を
交
え
た
創
作
活
動
を
盛
ん
に

行
っ
て
い
る
。

「
崇
高
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、『
み
ん
な
で
楽

し
め
る
芸
術
』
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
物
質
の
豊
か
さ
だ
け
で
は
補
え
な
い
、

心
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

芸
術
に
は
そ
ん
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
。」と
熱
く
語
る
山
内
さ
ん
。

現
在
は
〝
異
分
野
と
の
融
合
〞
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
ア
ー
ト
を

模
索
中
。「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一
緒
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
が
、
視
覚
に
訴
え
て
く
る
楽

器
の
一
部
に
な
る
よ
う
な
」。
そ
れ
は
、人
々
の

奥
底
に
眠
る
厚
い
感
性
を
呼
び
覚
ま
し
、
心
が

激
情
す
る
瞬
間
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
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内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

2
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項
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希水と書道  書道と希水

未来を創る次世代アーティストの躍進

奇妙な世界が、人をつなげ
社会に貢献する

情熱が弾けたとき
革新的な芸術が生まれる

3700年もの歴史を誇る、書道の世界。
そこに今、点滴のごとく加わる「希水」のエッセンスがある。
テーマは、書道の本当の良さを伝え、広げていくこと。

1974年浜松市生まれ。世界各地を放浪しながらアートを学び、
現在はオーストラリアと日本を中心に活動。コンセプトは
「Fusion of Passions（情熱の融合）｣。オペラ歌手やピアニスト、
日本舞踊など様々な分野とコラボレーションし、オリジナルのパ
フォーマンスアートを展開。
http://fusionofpassions.jimdo.com/

母校（八幡中学校）の卒業証書を
毎年書かせてもらっているのです
が、これは書道家として本当に幸せ
なことだと感じています。音楽教室
には、僕が中学2年生の時に書いた
「精一杯の自己表現」という書も未
だに残して掲げてくれています。

浜松市生まれ。｢触って 体感して ココロ躍る 独特な味わい深い 唯一無二の世界を産み
だす」をコンセプトに、壁画や布・革を使った立体作品、アニメーション制作、ウインドウ
ディスプレイなど、幅広く展開。BEAMS（ビームス）、ワコールなど服飾ブランドとのタイ
アップ、台湾そごう全店のディスプレイを担当するなど、その活動は海外にも及ぶ。
http://www13.ocn.ne.jp/̃taarucci/

「自然豊かな浜松の景
色や、近所で見かける
動物を描くのが好き
だった。10歳の頃に
描いた牛の絵は、子ど
もたちと一緒に創作
活動をするきかっけに
なった、大切な作品」。
と語る山内さん。

東日本大震災の復興を願い描きあげた『レクイエム』。魂を鎮
めるための演奏をする指揮者は、情熱と悲哀に満ちている。

近年は絵画だけでなく、立体造形やインス
タレーション（空間美術）、ワークショップに
至るまで幅広い活動を展開。「見るだけで
はなく、触って、遊んで、会話して、笑っても
らえることが、私のモチベーション」と語る。
写真提供：アートスペース油亀

写真提供：アートスペース油亀

浜松で、東京で、そして世界で活躍する浜松出身の若手アーティストたち。
熱い想いと斬新な作品はとどまることを知らない。
その勢いで、これからの芸術文化界を盛り上げていくだろう。

『
無
礙
』

『
和
光
同
塵
』

『
明
誠
』

パ
フ
ォ
ー
マン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

山
内
清
司

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
線
質
、
繊
細
な
墨
色
、
淡
々
と

流
れ
る
中
に
、
生
き
た
決
意
を
秘
め
て
い
る
よ

う
な…

。
気
鋭
の
書
道
家
・
中
澤
希
水
さ
ん
の

作
品
か
ら
は
そ
ん
な
印
象
を
受
け
る
。「
突
き
詰

め
て
い
っ
た
ら
、
ル
ー
ツ
は
中
田
島
砂
丘
で
し

た
」。
希
水
さ
ん
は
、自
身
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い

て
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
。「
帰
省
し
た
際
、必
ず

訪
れ
る
の
が
中
田
島
砂
丘
で
す
。
カ
メ
ラ
片
手

に
一
人
で
。
目
的
は
作
品
の
完
成
度
を
高
め
る

た
め
で
す
。
砂
、
海
、
太
陽
し
か
な
い
あ
の
空

間
に
包
ま
れ
る
と
、『
何
を
残
し
、
何
を
削
る
の

か
？
』
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
よ
。

僕
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
、
物
、
情
報

か
ら
、
書
道
と
の
共
通
点
を
探
っ
た
り
、
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
の
で
す
が
、

中
田
島
砂
丘
も
そ
の
ひ
と
つ…

と
い
う
か
、
一

番
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら
い

で
す
ね
」。

作
品
を
創
作
し
公
開
す
る
〝
芸
術
〞
と
し
て
の

書
道
、
教
室
を
開
い
て
指
導
す
る
〝
習
い
事
〞

と
し
て
の
書
道
。
希
水
さ
ん
は
そ
の
両
面
か
ら
、

「
書
道
そ
の
も
の
の
本
質
的
な
良
さ
を
伝
え
、

敷
居
は
下
げ
ず
に
、間
口
を
広
げ
て
い
く
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
。「
こ
れ
だ
け
パ
ソ

コ
ン
が
普
及
し
た
時
代
で
も
、
日
本
に
は
、
手

書
き
文
字
の
美
し
さ
や
温
か
み
を
大
切
に
す
る

文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
自
身
の
作
品
や

教
室
を
通
し
て
、
手
書
き
文
字
の
文
化
を
継

続
・
発
展
さ
せ
、
書
道
の
持
つ
本
当
の
楽
し
さ

を
広
げ
て
い
き
た
い
ん
で
す
。
白
い
紙
と
黒
い

墨
、
正
し
い
姿
勢
と
筆
を
持
つ
仕
草
、
鍛
錬
か

ら
な
る
必
然
性
と
書
き
直
し
で
き
な
い
偶
然
性
。

こ
う
い
っ
た
魅
力
を
、
ト
レ
ン
ド
や
一
人
一
人

の
個
性
を
交
え
な
が
ら
伝
え
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」。

２
０
１
３
年
、
希
水
さ
ん
が
仕
掛
け
る
の
は
２

つ
の
実
験
的
な
挑
戦
だ
。
ひ
と
つ
は
「
技
術
と

感
性
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
誰
で
も
読
め

て
意
味
が
わ
か
る
」。
も
う
ひ
と
つ
は
「
不
思
議

と
感
覚
に
響
い
て
く
る
が
、
誰
に
も
読
め
ず
意

味
不
明
」。
さ
て
、
ど
ん
な
〝
書
道
の
楽
し
さ
〞

が
展
開
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

人
と
話
す
の
が
苦
手
で
、
唯
一
の
自
己
表
現
が

「
絵
を
描
く
」こ
と
。ス
サ
イ
さ
ん
が
生
み
出
す

独
特
の
世
界
観
は
、
そ
ん
な
些
細
な
生
き
方
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。「
キ
モ
可
愛
い
」

と
表
現
し
た
く
な
る
生
き
物
た
ち
、
軽
や
か
で

あ
る
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
配
色
セ
ン
ス

が
折
り
重
な
る
と
、
一
目
で
「
ス
サ
イ
さ
ん
の

作
品
だ
よ
ね
」
と
印
象
付
け
て
く
れ
る
。
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
浜
松
の
大
自
然
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
草
木
や
動
物
、
昆
虫
や
微
生
物
た
ち

が
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。
今
後

の
目
標
を
伺
う
と「
病
院
や
幼
稚
園
、商
業
施
設

や
駅
な
ど
、
人
が
雑
多
に
行
き
交
う
場
所
で
引

き
続
き
作
品
展
示
を
し
て
い
き
た
い
。
あ
っ
、あ

と
犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
る
よ
う
な
作
品
と
か
。
ア

ー
ト
っ
て
言
う
と
敷
居
が
高
く
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
私
は
『
社
会
貢
献
で
き
る
ア
ー
ト
の
力
』

を
打
ち
出
す
こ
と
で
、み
ん
な
の
生
活
の
中
に
溶

け
込
む
表
現
を
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
」
と
の

こ
と
。
ど
こ
か
キ
ュ
ー
ト
で
、
な
ん
だ
か
元
気

に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
ス
サ
イ
タ
カ
コ
・
ワ

ー
ル
ド
。一
度
迷
い
込
ん
で

み
る
と
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
、
そ
し
て
、

や
さ
し
く
包
み
込
ま
れ
る
よ

う
な「
生
き
て
い
る
実
感
」

を
沸
き
起
こ
し
て
く
れ
る
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、

巨
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
刻
ん
で
い
く
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
。「
ス
テ
ー
ジ
は
一
発
勝
負
。

緊
張
感
と
躍
動
感
、
す
べ
て
の
情
熱
が
一
体
化

し
た
と
き
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
完
成
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
１
秒
単
位

の
緻
密
な
計
算
と
練
習
が
欠
か
せ
ま
せ
ん｣

。

絵
を
描
く
こ
と
へ
の
情
熱
は
幼
少
期
に
始
ま
る
。

型
破
り
な
構
図
で
大
人
た
ち
を
驚
か
せ
、
５
歳

の
頃
か
ら
数
々
の
絵
画
展
で
受
賞
し
て
き
た
。

そ
ん
な
自
身
の
経
験
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ

る
か
の
よ
う
に
、
２
０
１
２
年
は
、
地
元
・
浜

松
の
小
中
高
生
を
交
え
た
創
作
活
動
を
盛
ん
に

行
っ
て
い
る
。

「
崇
高
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、『
み
ん
な
で
楽

し
め
る
芸
術
』
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
物
質
の
豊
か
さ
だ
け
で
は
補
え
な
い
、

心
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

芸
術
に
は
そ
ん
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
。」と
熱
く
語
る
山
内
さ
ん
。

現
在
は
〝
異
分
野
と
の
融
合
〞
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
ア
ー
ト
を

模
索
中
。「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一
緒
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
が
、
視
覚
に
訴
え
て
く
る
楽

器
の
一
部
に
な
る
よ
う
な
」。
そ
れ
は
、人
々
の

奥
底
に
眠
る
厚
い
感
性
を
呼
び
覚
ま
し
、
心
が

激
情
す
る
瞬
間
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

CS3P16-P17次世代アーティストの躍進HAMA流11 担当者 制　　作

河野 大瀬

修　　正 校　　正

浜松

鈴木（那）

内容をご確認後、確認印として捺印をお願いいたしま
す。なお、広告用の写真をお預かりした場合、（1）写って
いる方全員の同意が必要です。（2）写真利用の権利が設
定されているものは権利者の許諾が必要です。
同意・許諾を確認後、右記欄に捺印をお願いいたします。
捺印を頂けない場合、掲載されないことがあります。

広告内の有効期限切れにご注意下さい。

お客様ご確認印

上記内容でよろしければ
ご捺印下さい。

電話番号チェック

電話番号
確認日時 月　　　　日　　　　　：

最終校了（担当営業印）

電話番号
確認時のみ
捺印

2
□捺印欄　　□版下管理コード
□サイズ・色
□仕切り罫(0.3ミリ以上・はみ出し)

□店名　　□電話番号　　□曜日・日付
□有効期限切れ　　□和服の合わせ
□媒体名間違い　　□一般掲載基準
□業種別掲載基準　　□照合完了

要
回
答

事
項

★ ・

確認済
事　項




